
の
一
助
に
、
潟
血
が
当
時
ど
の
延

討
を
加
え
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ワ
ー
ド
ロ
ッ
プ
は
イ
ギ
リ
ス
国
王
の
侍
医
を
し
て
い
た
外
科
医

で
あ
る
が
、
一
八
三
五
年
、
今
か
ら
一
六
○
年
前
に
「
四
○
＆
‐
再
‐

庁
冒
阻
と
い
う
一
五
○
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
本
を
ロ
ン
ド
ン
か
ら
出
版

し
て
い
る
。
こ
の
本
の
内
容
か
ら
、
当
時
の
治
療
法
と
し
て
の
潟

血
の
実
態
が
判
断
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
今
日
の
私
た
ち
か
ら
見
れ

ば
、
な
ん
と
非
常
識
な
こ
と
と
考
え
る
潟
血
を
こ
の
よ
う
に
高
く

評
価
し
て
い
た
こ
と
は
驚
異
で
あ
る
が
、
私
達
自
身
も
、
今
日
の

医
療
の
な
か
に
、
ど
っ
ぷ
り
と
つ
か
っ
て
い
る
と
、
正
し
い
か
ど

う
か
の
判
断
は
か
な
り
難
し
い
。
現
況
を
正
し
く
判
断
す
る
た
め

の
一
助
に
、
潟
血
が
当
時
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
た
か
、
検

53
「
潟
血
に
つ
い
て
」
出
版
一
八
三
五
年
の
時
代
背
景

ワ
ー
ド
ロ
ッ
ブ
「
潟
血
に
つ
い
て
」

一
八
三
五

藤
倉
一

郎

一
八
三
六

一
八
三
五

八
三

二

一
八
○
三

一
八
一
七

一
八
一
九

一
バ
ハ
ニ
一
二

一
八
二
五

「
潟
血
に
つ
い
て
」
の
内
容

副
題
と
し
て
「
潟
血
の
治
療
効
果
の
説
明
と
治
療
基
準
」
が
つ

八八八

六四四

○九六

華
岡
青
洲
が
全
身
麻
酔
で
乳
癌
手
術
を
行
う

杉
田
玄
白
死
亡

ラ
ェ
ン
ネ
ッ
ク
が
聴
診
器
を
発
明

シ
ー
ボ
ル
ト
長
崎
に
到
着

フ
ラ
ン
ス
に
潟
血
の
た
め
の
蛭
四
○
○
○
万
匹
が
輸

入
さ
れ
た

コ
レ
ラ
の
大
流
行
に
潟
血
と
甘
耒
が
治
療
主
体
で
あ

っ
た

ワ
ー
ド
ロ
ッ
プ
の
「
潟
血
に
つ
い
て
」
出
版

ル
イ
の
「
潟
血
の
効
果
に
つ
い
て
の
研
究
」
の
報
告

潟
血
の
有
効
性
を
指
導
し
た
フ
ラ
ン
ス
の
ブ
ル
ッ
セ

ィ
死
亡

モ
ル
ト
ン
が
エ
ー
テ
ル
麻
酔
に
成
功

シ
ョ
パ
ン
死
亡

ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
の
「
産
褥
熱
の
原
因
と
概
念
お
よ

び
そ
の
予
防
法
」
の
発
行
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全
体
で
四
五
症
例
が
提
示
さ
れ
、
結
果
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

年
齢
は
六
才
の
小
児
か
ら
七
○
才
の
老
人
ま
で
あ
る
。
疾
患
別
で

は
頭
痛
一
○
例
、
脳
卒
中
五
例
、
発
熱
五
例
の
ほ
か
は
腹
痛
、
胸

痛
、
浮
腫
、
打
撲
、
咳
、
呼
吸
困
難
、
月
経
困
難
、
化
膿
症
、
火

傷
、
関
節
炎
、
喘
息
、
肝
炎
、
痛
風
、
天
然
痘
、
腹
膜
炎
、
め
ま

第
七
章
発
熱
へ
の
効
果
、
発
疹
を
と
も
な
う
発
熱
、
猩
紅
熱
、

天
然
痘
、
エ
リ
ジ
ペ
ラ
ス
、
急
性
炎
症
、
鯵
血
、
潰
瘍

い
て
お
り
、
七
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。

第
一
章
血
液
の
働
き
、
凝
固
、
血
清
、
血
球
に
つ
い
て
の
見
解

第
二
章
潟
血
の
有
用
性
、
静
脈
ま
た
は
動
脈
か
ら
の
潟
血
の
差

異
、
ど
の
血
管
を
使
う
か

第
三
章
適
応
、
潟
血
の
と
き
の
脈
の
変
化
、
心
拍
動
の
変
化
、

失
神
の
効
果
、
潟
血
量

第
四
章
失
神
の
有
効
性
、
失
神
の
危
険
性
、
蘇
生
方
法
、
潟
血

の
反
復

第
五
章
静
脈
切
開
、
蛭
に
よ
る
潟
血
、
ｅ
呂
凰
侭

第
六
章
潟
血
の
効
果
、
梅
毒
、
癌
、
痛
風
、
る
い
れ
き
、
肺
結

潟
血
の
効
果
、

核
へ
の
有
効
性

洋
己
吟
」

い
が
各
一
’
二
例
で
あ
る
。
頭
痛
は
お
お
く
は
蛭
を
用
い
て
鼻
腔
、

耳
後
な
ど
に
二
’
四
匹
つ
け
て
毎
日
繰
り
返
し
て
い
た
。
潟
血
は

前
腕
肘
静
脈
を
切
開
し
最
高
五
○
オ
ン
ス
二
五
○
○
ｍ
）
も
潟
血

し
て
失
神
状
態
に
な
る
と
い
う
。
こ
の
失
神
状
態
が
有
効
で
あ
っ

て
、
そ
の
有
効
性
を
論
じ
て
い
る
。
右
腕
の
し
び
れ
に
対
し
て
総

量
一
○
六
オ
ン
ス
（
三
○
○
○
ｍ
）
も
の
多
量
潟
血
で
良
く
な
っ
た

と
し
て
い
る
。
脳
出
血
の
患
者
で
は
潟
血
を
し
た
が
死
亡
し
た
二

例
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

二
期
会
藤
倉
病
院
）
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